
基礎物理 A／電磁気学 １２回目（原科） 

［第１２回目］ローレンツ力２ 
≪今日の授業の目標≫  

 
◎ローレンツ力 
 
 ◍ 力の大きさ 
 

| sin | [N] 
 

 ◍ 力の方向：速度 と磁束密度 の向きの両方に垂直 

       （ と が含まれる面に垂直） 
 
 ◍ 力の向き：フレミングの左手の法則 

0の場合 
右ねじのルールでもよい 

 
 
 
 
 
 
 
 

0の場合 力 の向きは親指と逆向きになる。（←要注意） 
 
○電流が磁場から受ける力とローレンツ力 

  電子が受けるローレンツ力： sin ，電流： ，自由電子数 ℓ  
  電流が受ける力 ℓ ∙ sin ∙ ℓ sin ∙ ℓ sin  
○平行電流に働く力             

2
	と	 	と	 ℓ  

を組み合わせれば求められる。 
 

 学習到達目標（4）ローレンツ力と磁場（磁束密度） 

 の関係を説明できる。 

次回予定［第１３回目］電磁誘導（教科書 116～121 ページまで） 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
レポート問題 第１２回目（右側の半分の解答用紙を切り取って提出しなさい） 

数値で計算する問題は，答えにも必ず単位をつけること！ 

問１ 本日の授業で学んだことで，重要と思うことをまとめよ。（式も用いてよいが，基本的に

文章で答える。）授業を欠席した場合は，教科書の該当箇所を自習して答えること。 
 
教科書 p.103～104 にある演習問題から  

問２ 問題 A.8 の⑥を答えよ。問いごとに粒子の速度 の向き，磁束密度ベクトル の向き，粒

子が受ける力 の向きを図中に書き込め。力の大きさ がゼロの場合は力の向きは不要。 
問３ 問題 A.8 の⑦を答えよ。  
問４ 問題 A.8 の⑧を答えよ。   
問５ 問題 A.8 の⑨を答えよ。ただし次の問いを加える。 

(a)では図中に点 A を通る磁力線を作図し， ベクトルの向きを表す矢印か記号を図中にも記せ。 
(e) 問い(b)の続き 図の導線と平行に点 A を通るようにもう１本の直線状の導線を置き，左か

ら右に20	A の電流を流す。この直線電流（導線）3.0	m の長さの部分が受ける力 の大きさ と

向きを求めよ。   
  

速度

磁束密度力  

☆

右手 

（中指）

（人差し指）

（親指） 
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数値で計算する問題は，答えにも必ず単位をつけること！ 

問１ 

 

 

 
問２       (b)       (c)       (d)       (e) 
(a) 
 
 
 
 計算過程：    計算過程：    計算過程：    計算過程：    計算過程： 
 
 
 
 

                                                                             
 
問３ (a) 計算過程：  
 

         ，向き： 
                    

   (b)計算過程： 
 

         ，向き： 
                    

問４ (a) 計算過程：  
 

         ，向き： 
                    

   (b)計算過程： 
 

         ，向き： 
                    

問５ (a) 計算過程：  
 
 
 
 
 

         ，向き： 
                    

   (b)計算過程： 
 

         ，向き： 
                    

   (c)計算過程： 
 

         ，向き： 
                    

   (d)計算過程： 
 

         ，向き： 
                    

   (e)計算過程： 
 

         ，向き： 
                    

 
  

〆切（月３→金 13 時，木３→火 13 時）を必ず守る。 

☆

☆このレポートをやるのに    時間   分， 

それ以外に，この講義の予習復習を    時間   分した。 20A 


